
 

 

南紀白浜空港における横田基地所属ＣＶ－２２オスプレイの予防着陸について

（要請） 

 

令和４年１０月２１日に北関東防衛局から、「１０月２０日午後１０時４５分頃、

横田基地所属のＣＶ－２２オスプレイ１機が飛行中、コックピットの警告表示を

受け、和歌山県の南紀白浜空港に予防着陸を行った。当該機は軽微なセンサーの

不具合が生じたため、修理を実施し、１０月２１日午前６時頃に南紀白浜空港を

離陸した。今回の着陸による部外への人的・物的被害、民間機への影響は確認さ

れていない。」との情報が、東京都及び基地周辺自治体に提供された。 

 飛行中の機体のトラブル発生は、人命に関わる重大な事故につながりかねず、

多くの住民に不安を与えるものである。 

特に、ＣＶ－２２オスプレイについては、米空軍が、本年８月１６日（米国時

間）に、クラッチを原因とする特有の現象が過去６週間のうちに２回発生したこ

とを契機として、当面の間、全機の地上待機措置をとることを決定した。その後、

様々な任務における運用手順の確認、搭乗員に対する教育・訓練内容の追加、機

体点検等を継続的に行うことにより、飛行の安全が確保できることが確認された

として、９月２日（米国時間）、地上待機措置が解除されたところである。 

当協議会から、９月４日に安全確保の徹底等について改めて要請しており、そ

れから間もない中にあって、このような事態が発生したことは、極めて遺憾であ

る。 

ついては、下記のとおり、要請する。 

 

記 

 

１ 予防着陸に至る経緯を明らかにするとともに、不具合の原因究明を行い、再

発防止の徹底を図ること。 

２ 横田基地所属航空機の点検整備を強化するとともに、安全が確認されるまで

の間、ＣＶ－２２オスプレイの飛行を中止し、安全確保の徹底を図ること。 

３ 以上に関する情報を関係自治体に速やかに提供すること。 
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